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2007 年 3 月 25 日 9 時 41 分、能登半島沖を震源(深さ 11km)とするマグニチュ
ード(以下では M とする)6.9 の地震が発生した(図 1)。石川県七尾市、輪島市、
穴水町で震度 6 強、志賀町、中能登町、能登町で震度 6 弱を観測されたほか、北






者 1 名、負傷者 336 名、住家全壊 580 棟、住家半壊 1,063 棟に及んだ(総務省消
防庁災害対策本部の 4 月 18 日現在のデータ)。 
この地震発生に伴い、2007 年 4 月・5 月に能登半島において大学合同の MT 観
測を行った。2007 年 4 月 16 日から 20 日に観測機材の設置を、4 月 30 日から 5
月 2 日にデータ回収、及び観測機材の撤収を各車ごとの班に分かれて行った。各






泥を混ぜてその上に設置した)を埋め、写真 1－写真 3 のように設置した。各セ
  
図 1 地震の規模           図 2 本震の震度分布 









写真 4、写真 5 に震源近くの断層近傍の地割れの写真を示す。今回の地震の規
模が伺い知れるのではないでしょうか。 
写真 1 磁気センサー  写真 2 電場センサー   写真 3 データロガー 
 
図 3 観測機材の配置 
    
写真 4 畑の地割れ        写真 5 道路の地割れ 
